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［昭和 45 年］
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1970 年（昭和 45 年）1 月 5 日　寒波
大陸高気圧は 4日 1,070mb に発達し，顕著な冬型気圧配置となり，寒気が押し寄せ降雪が激し
くなった。
15 日 9 時の積雪は芝生 18㎝，一宇 17㎝，穴吹 15㎝，池田 14㎝，徳島 1㎝。

1970 年（昭和 45 年）1 月 13 日～ 14 日　火災
冬型気圧配置で季節風が強く，好天続きのため火災が続発した。（13 日，県下の火災 11 件）

1970 年（昭和 45 年）1 月 30 日～ 31 日　強風雨（低気圧）
東支那海南部に発生した低気圧が，発達して四国

沖を通過したため全国的に強風雨となった。
徳島の最大風速は西北西の風 15.0m/s，日降水量は

椿泊 119㎜，日和佐 88㎜，徳島 68㎜，小松島 95㎜。
1970 年（昭和 45 年）2 月　少雨
月初めは冬型の気圧配置となったが長続きせず，

中旬までは移動性高気圧におおわれる日が多かった。
下旬は北高型で雲が多かったが，月降水量は 9.0㎜で
平年の 15％に当たり，開設以来第 2位の少雨の月と
なった。

1970 年（昭和 45 年）3 月 8 日　上板町の山火事
11 時 20 分頃，板野郡上板町引野の山林から出火，火は約 12 時間に渡って延焼を続け約 100ha
を焼失した。この火災で一時 10 数戸の民家が類焼の危機に見舞われたが，被害はなかった。なお，
この山火事は延焼面積において，県下で戦後最大の規模となった。

1970 年（昭和 45 年）3 月 30 日　たつまき
正午頃，鴨島町上下水と広畑地区一帯で局地的な「たつまき」が起り，ビニールハウス 10 棟が
倒壊または半壊した。地元の人の話ではゴォーと云う音ともに，幅 50㎝のたつまきが西から東へ
約 800mにわたって吹き抜けたとのことであった。（徳島新聞）

1970 年（昭和 45 年）3 月　低温
下旬中頃まで冬型の気圧配置がよく現われ，2日，5日，12 日，17 日，20 日頃を中心に寒波に
見舞われた。月平均気温は 6.1℃で平年より 2.0℃低く，開設以来第 3位の低温の月となった。
（徳島県農林水産部調べ）
種 別 作 付 面 積 被 害 面 積 被害推定量 被害推定金額

麦 類 ha
9,914

9,914ha
（収穫皆無4,910）

t
15,032

千円
874,259

そ 菜 2,912 1,566 23,780 730,720
種 用 大 根 76 76 88 20,240
果 樹 1,395 770 720 110,350

計 14,297 12,326 39,620 1,735,569
1970 年（昭和 45 年）6 月　寡照
10 日から 27 日までの長雨で，中旬から下旬にかけて日照時間は少なく，月日照時間は 87.3 時間
で平年の 50%に当たり，寡照第 2位の記録となった。また，不照日数は 14 日もあった。
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1970 年（昭和 45 年）7 月 5 日　強風雨（台風 2 号）
宮古島付近を通り北東に転向した台風 2号は，5
日 18 時 30 分頃紀伊半島に上陸した。その後北西
に向きを変え，大阪湾を経て日本海に入り西進す
る異常な経路をとったが，前線活動も弱く被害は
軽微であった。
徳島の最大風速は北北東の風 15.0m/s，総降水量
は東部山間部で多く，鬼籠野 250㎜，剣山 244㎜，
日降水量　鬼籠野 191㎜，剣山 165㎜，穴吹 111㎜，
徳島 49㎜。
床下浸水 15，田冠水 2ha，堤防決壊 1，道路損壊
4，山崩れ 10（県警調べ）

1970 年（昭和 45 年）7 月 8 日　大雨（梅雨前線）

早朝，台風 2号くずれの低気圧が九州西方海上に接近し，四国南岸沿いに停滞していた梅雨前線
を刺激して県南を中心に大雨が降った。日和佐で 7時に 1 時間 90㎜，徳島で 8時に 1 時間 53㎜，
富岡で 51㎜と短時間に強い雨を降らせたため多大の被害が出た。
日降水量　福原旭 193㎜，大竜寺 140㎜，小松島 120㎜，徳島 86㎜。
城南台地の擁壁崩壊　死者 1，家屋の全壊 1，一部破損 1，床上浸水 252，床下浸水 3,454，田冠
水 867ha，畑冠水 237ha，山崩れ 7，道路損壊 2，堤防欠壊 1，鉄道被害 3

死者を出した徳島市八万町の土砂くずれ現場（徳島新聞社提供）
雨量分布図

南二軒屋町八万小学校前道路（徳島新聞社提供）
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1970 年（昭和 45 年）4 月～ 7 月中旬　長雨
3 月の低温，4月の多雨，6月の寡照，7月のつゆ明けの遅れなど，昭和 38 年 4 月～ 6月の長雨
以来の異常気象により広島，岡山，香川，徳島県を中心に，西日本一帯にわたり農作物等に大きな
被害が生じた。徳島県でも野菜・果樹等の農作物に大きな打撃を受けた。

被　　　害	 （徳島統計調査事務所調べ）
作 物 名 被 害 面 積 被 害 量 被 害 全 額

水 稲 1,420ha 373t 千円
50,700

麦 類 9,680 18,400 1,082,700
野 菜 3,000 32,200 1,628,400
果 樹 1,000 984 94,300
そ の 他 1,290 33,680 65,400

計 16,400 2,921,500

1970 年（昭和 45 年）7 月 22 日　オゾンの大量発生
22 日午後，阿南市と海部郡下灘地方で中学生，一般住民など 1,416 人が喉・胸の痛みを訴えたが，
県公衆衛生課の調査によりオゾンの大量発生が原因であることが判明した。

1970 年（昭和 45 年）7 月 31 日～ 8 月 1 日　大雨（熱低）
奄美大島近海から九州西方海上を北上した台風 6号くずれの熱帯性低気圧の影響で，県南は大雨
となり，総降水量で宍喰 288㎜，日和佐 262㎜，徳島 28㎜を観測した。日降水量は宍喰で 201㎜を
観測した。
床下浸水 20，田冠水 174ha，山崩れ 6

1970 年（昭和 45 年）8 月 14 日　暴風雨（台風 9 号）

台風 9号は沖縄本島，奄美諸島を暴風雨圏に巻込
み北上して，14 日 23 時頃，長崎市に上陸（945mb），
山陰を斜めに横切り，15 日朝日本海に入った。典型
的な夏型台風であった。このため比較的雨量の少な
い阿讃山脈沿いに大雨が降り，板野，鳴門，徳島市
を中心に被害が出た。
最大風速は南南東の風 20.0m/s，最多雨域総降水

量は木頭 672㎜，江田山 578㎜，徳島 173㎜。日降水
量は木頭 576㎜，江田山 515㎜，徳島 133㎜。負傷者 6，
家屋の全壊 1，半壊 1，一部破損 5，非住家被害 11，

雨量分布図

山からの鉄砲水が岩石を押し出す北灘町大浦　手前は国道11号線
（徳島新聞社提供）　　
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床上浸水 105，床下浸水 1,126，田冠水 236ha，畑冠水 6ha，道路損壊 3，橋梁 1，堤防 6，山崩れ
34，鉄道被害 3，罹災世帯 107，罹災者 333

1970 年（昭和 45 年）8 月 21 日　暴風雨（台風 10 号）

北々西進して高知県西部の佐賀町付近に 8時すぎ
上陸した台風 10 号（962mb）は，四国西部を縦断
し日本海に入り，四国・中国・九州・近畿の一部を
暴風圏に巻き込んだ。特に高知では高潮で未曽有の
災害が発生した。台風の転向点は北緯 36 度付近の
高緯度のため徳島県は長時間暴風雨にさらされ，台
風 9号に続く来襲で河川は増水し，吉野川の氾濫で
穴吹町舞中島に大きな被害が発生した。
最多雨域総降水量は日早 700㎜，福原旭 598㎜，
木頭 508㎜，徳島 161㎜。日雨量は福原旭 384㎜，
京上 303㎜，徳島 126㎜。最大風速は南南東の風
24.5m/s。
死者 6，負傷者 6，行方不明 2，家屋全壊 19，半壊 45，流出 2，床上浸水 406，床下浸水 4,767，
一部破損 36，非住家 72，田流出・埋没 14ha，田冠水 1,739ha，畑流出・埋没 15ha，畑冠水 372ha，

雨量分布図

園瀬川法花橋付近（徳島新聞社提供）

園瀬川法花橋付近（徳島新聞社提供）
経路図
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道路損壊 26，橋梁 4，堤防 7，山崩れ 190，鉄道不通 3，通信 159 回線，船舶 1，罹災世帯 475，罹
災者 1,451

1970 年（昭和 45 年）9 月　高温
太平洋高気圧の勢力が強く，気温は月末まで平年より高めに経過した。月平均気温は 25.1℃で平
年より 1.9℃高く，開設以来第 2位の記録となった。

1970 年（昭和 45 年）11 月 18 日～ 20 日　大雨（低気圧）
四国沖に発生した土佐沖低気圧は，殆んど停滞して県下に大雨を降らせた。
総降水量は徳島 109㎜（85㎜），小松島 122㎜（96㎜），椿泊 162㎜（112㎜）。なお，（　）内は日
降水量である。
山崩れ 1，非住家 1

1970 年（昭和 45 年）12 月 13 日　強風雨（低気圧）
低気圧が発達しながら日本海を北東に進み，風雨が強まった。
徳島の最大風速は西の風 18.3m/s，日降水量は宍喰 122㎜，川上 113㎜，徳島 25㎜。
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［昭和 46 年］
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1971 年（昭和 46 年）1 月 4 日～ 5 日　強風
低気圧が日本海を通過し，5 日は北海道沖で
970mb に発達した。このため，4 日から 5 日にか
けて顕著な冬型となり，冷え込むとともに徳島で
最大風速は西北西の風 16.0m/s の強風が吹いた。
積雪は徳島 3㎝，鬼籠野 5㎝。

1971 年（昭和 46 年）2 月上旬　寒波
1 月末から 2月上旬にかけ冬型気圧配置が続き，
寒波が来襲した。西部山間部では連日雪となり，
交通機関は麻痺状態となった。池田町では 1日か
ら 3日までに約 20㎝の積雪があった。

1971 年（昭和 46 年）3 月 2 日～ 3 日　強風，大雨（低気圧）
2 日夜から 3日にかけて二つ玉低気圧が通過し，強風となり県南では大雨となった。この強風に
より鳴門海峡では養殖ワカメが海岸へ打ち上げられるなど被害がでた。

1971 年（昭和 46 年）3 月　少雨，多照
この月は例年に比べ好天の日が多く少雨，多照の月となった。月降水量は 33.5㎜で平年の 36%
に当り，月日照時間は 219.2 時間で平年の 12%に当り，順位は何れも開設以来第 4位となった。

1971 年（昭和 46 年）4 月 28 日～ 29 日　強風雨（低気圧）
28 日から 29 日かけて二つ玉低気圧が通過し，最大

風速は南南東の風 13.8m/s を記録し県南では大雨と
なった。
日降水量は宍喰 172㎜，川上 138㎜，徳島 48㎜。

1971 年（昭和 46 年）1 月～ 4 月　空気乾燥
1 月から 4月に至る期間，湿度は全般に低く，特に

1月と 3月には火災の続発が目立った。月平均湿度は
平年より，1月 60%で 7%，2月 61%で 6%，3月 57%
で 12%，4月 66%で 6%低かった。
1971 年（昭和 46 年）5 月 14 日　降ひょう，落雷

低気圧が日本海を通過し，この中心から南西にのびる寒冷前線が 13 日午後から 14 日にかけて西
日本を通過した。また上空には寒気が流入し，大気の成層は不安定となり，西日本各地で発雷した。
県下では，14 日の 11 時 45 分頃から約 30 分間，阿南市南部から海部郡北部にかけ，直径 2.5㎝のひょ

阿南市直径 25m/mのヒョウ（徳島新聞社提供）
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うが降り，負傷者がでたほか，農作物に被害が
あった。また落電による火災が 4件と停電事故
が発生した。
葉タバコ等の被害面積 13.5ha，被害額 715 万

円（県農林水産部調）
1971年（昭和46年）6月3日～7月1日　長雨

四国地方は 6月 3 日に梅雨に入った。梅雨前線が
本州南岸沿いに停滞し，この前線上を低気圧が次々
に発生，通過したため天気がぐずついた。この期間
の雨量は，徳島市内で 188㎜で平年より少なめであっ
たが，梅雨入りが早く，麦の刈取期に当った阿波，麻植，名西郡などでは，穂発芽や穀粒の変色腐
敗等で品質が低下し焼却処分をしたところもあった。
被 害 表	 （徳島統計調査事務所調べ）

種 別 被 害 面 積 被 害 量 被 害 金 額
小 麦 1,140 ha 740ｔ 45,214千円
ビ ー ル 麦 820 497 30,963
裸 麦 5,210 3,470 220,692

計 7,170 4,707 296,869

1971 年（昭和 46 年）6 月 8 日　上那賀町の火災
2 時頃，那賀郡上那賀町の宮浜中学校北東校舎から出火，木造 2階建の同校舎，棟続きの木造 2
階建の本館，別棟の鉄骨平家建の工作室及び木造平家建の体育倉庫の計 4棟延面積 1,252㎡を全焼
した。さらに隣接の木造2階建の上那賀町役場の庁舎（延面積437㎡）を全焼して4時過ぎ鎮火した。
なお，この火災で役場の重要書類は殆んど焼失し，中学校では講堂兼公民館を仮の教室として授業
を実施した。
被害額　約 5千万円（上那賀町役場調べ）

1971 年（昭和 46 年）7 月 18 日　降ひょう
日本付近は気圧の谷となり，上層ではかなり強い寒気が流入し気層が不安定となった。15 時 30
分頃から約 30 分にわたって阿南市伊島と椿町蒲生田地区でひょうが降り（直径 1～ 2cm），早期
米に被害があった。

1971 年（昭和 46 年）7 月 24 日～ 25 日　大雨（梅雨前線）
梅雨前線の活動が活発となり，県南では大雨となった。日降水量は川上 232㎜，宍喰 141㎜で，
総降水量は 300㎜を超えた。

1971 年（昭和 46 年）8 月 4 日～ 5 日　暴風雨（台風 19 号）
台風 19 号は硫黄島の南西海上から北西進し九州西岸をかすめ，5日 9時 50 分頃，長崎県島原半
島に上陸（950mb）した。5日夜日本海に入り，速度を早めながら 7日 12 時には宗谷海峡に達し，
温帯低気圧となった。この台風は通過するまでは移動速度が遅く，また大型台風であったため，徳

阿南市の市営住宅で裏山がくずれ落ちる（徳島新聞社提供）

阿南に直径 25m/mのヒョウ（徳島新聞社提供）




































































































































































